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オーガナイザー

K-1：スキルプログラム専門委員会

スキルプログラム専門員会が提供する新任者向けの教育セッションです。

初任者～中上級者まで多くのURAが担当するプレアワード業務について基本的な支援内
容と具体的な現場スキルを学びます。

今回のセッションでは、9月～10月に支援が本格化する文部科学省・科学研究費助成事業

を中心に、プレアワード業務における支援方法について、タイプの違う支援を行っている北
海道大学と同志社大学の現場URAに紹介していただきます。科研費対策本に載っている

ような話だけではなく、現場ならではの具体的な支援メニュ－や効率的なチェック方法、採
択率アップに効果的だと感じている支援や技など、現場URAならではの工夫も織り交ぜな
がらお話していただきます。

１．イントロダクション プレアワード業務とは？

科学研究費助成事業について

２．事例紹介(1) 北海道大学の科研費に対する戦略企画と支援

３．事例紹介(2) 同志社大学の科研費＆その他のプレアワード支援

４．会場を交えたディスカッション

セッションの最後には、科研費に限らず、プレアワード業務に関する悩みや疑問に答える
ディスカッションタイム(20分程度)を設けます。参加者の皆様には、明日からすぐに使える
支援の技やコツなどを持ち帰っていただきたいと思っています。

開催日時・会場 ９月４日（水曜日） ９：００－１０：３０ 新Ｃ３０３（３階）

プレアワード業務入門

福岡県出身。岡山大学大学院修了後、特許事務所勤務。2005年より山梨

大学、慶應義塾大学、浜松医科大学、首都大学東京、慶應義塾大学病院
において産学連携・知財・研究支援業務に従事し、2016年から現職。知
財・利益相反・ABS・医工連携を担当。1級知的財産管理技能士。修士(工
学)。MBA。RA協議会スキルプログラム専門委員会・委員。
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講演者

石田 貴美子：同志社大学 研究開発推進機構
リサーチ・アドミニストレーター

京都府出身。日本大手部品メーカー、在シンガポール法律事務所を経て
2006年立命館大学で国際産学連携、人材育成プログラム、科研費戦略等
の業務を従事。2013年度より同志社大学研究開発推進機構URAとして着
任。14学部16研究科の総合大学ならではの分野横断の研究推進業務を
担当。

中野 悦子：北海道大学大学力強化推進本部
研究推進ハブ URAステーション URA

京都府出身。大阪市立大学大学院法学研究科後期博士課程単位取得退
学（修士（法学））。民間企業勤務後、2011年から龍谷大学にて文科省助
成事業のプロジェクト担当として研究推進業務に携わる。2015年北海道大
学大学院文学研究科に部局URAとして着任、科研費・外部資金支援やア
ウトリーチ等、部局の研究推進業務に従事。2018年10月から現職。主に
科研費等外部資金関連業務を担当。
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